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再評価に係る運用の見直し
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登録の失効により再評価の対象にならない農薬の基準値の取扱い

〇 農薬取締法に基づく農薬の再評価について、農林水産省から資料等の提供を受けた農薬（有効成分）から、順次、食品衛生法上の取扱いの検討
を進めている。

〇 他方、これらの再評価に係る資料等の提供は、国内で農薬登録がある農薬が対象であるところ、既に農薬登録が失効し再評価の対象とならない農薬
についても、順次、食品衛生法上の取扱いの検討を進めることとしたい。

登録が失効した農薬

ポジティブリスト制度※1

導入前に失効

ポジティブリスト制度導入後
に失効

約500成分
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基準値設定
あり
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なし

対応方針①

分類のイメージ

対応方針①

対応方針②

〇 基準値設定があるものについては、国際基準及び海外主要国（米国、カナダ、EU、豪州及び
ニュージーランド）の基準の有無等の確認を行う。

〇 ポジティブリスト制度導入前に失効した農薬の基準値については、制度導入時に一律基準管理
となっているが、農林水産省からの情報提供に基づいて精査し、順次対応の検討を進める。

現在の状況

〇 農林水産省に対し、登録が失効した農薬に
係る情報提供を依頼したところ、令和７年３月
末時点の情報として、約600有効成分について
回答があった。
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※1 平成18年５月29日施行

国際基準等の
確認
対応方針②

国際基準等がない場合
基準値を削除する方針について、食品輸入円滑化推進会議を通じて諸外国の意向を確認
し、基準値を削除することに問題はないと考えられる品目は、食品安全委員会への意見聴
取、食品衛生基準審議会への諮問等を経て、一律基準管理へと移行する。

国際基準等がある場合
確認された国際基準等を踏まえ、必要に応じて見直しを行う。


